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し
て
低
減
に
位
-
峠
妊
'
滋
-
磯
井
力
を
抑
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す
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こ
と
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に
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な
12
0
そ
れ
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1
0
年

前
に
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繍
十

を
肘
へ
虹
か
ん
が
頂
め
に
'
ト
タ
ン
触
製
二
斗

入
館
に
歴
化
石
衣
を
入
れ
た
る
容
器
と
共
に
'
使
用
凍
り
･の
種
子
を
稚
邦
と

な
く
'
木
組
波
及
紙
袋
に
入
れ
た
る
ま
1
投
入
し
て
譜
対
し
鑑
き
た
-
O
緋
を
倉
庫
の
1
隅
に
裾
へ
放
き
た
る
ま
1
'
昭
和
g
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正
月
よ
-

同
十
凶
年
五
月
迄
'沸

一
〇
ヶ
年
を
艇
過
し
た
-
｡然
る
に
#
.駿
の
拓
北
は
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材
料
に
よ
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て
其
れ
ど
も
､

1
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ケ
年
後
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'
よ
-
蟹
卦
力

を
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耕
せ
る
範
子
の
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る
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張
を
始
め
た
る
が
'
そ
の
時
に
昭
和
二
年
及
ニ
1.%
に
用
ひ
し
雄
-
の
純
子
と
､
糊
年
に
求
め
た
る
拍
子
と
を
tH三
縄
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晶
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篤
め
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さ
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居
り
し
相
丁
な
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故
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講
碗
の
岬
的
な
き
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種
芋
の
I
o
ヶ
年
軒
鼓
の
例

も
の
な
=1
L
も
､
併
せ
貯
弛
し
む
き
た
る
な
-
｡

二
'
貯

減

の

状

況

貯
轍
の
状
況
娃
既
に
緒
言
に
於
て
述
べ
L
が
如
L
o
永
年
そ
の
位
貯
赦
し
た
る
巧
め
､
鄭
化
れ
衣

が
湖
解
し
て
容
器
よ
-
沈
れ
出
で
､
弱
め
に
桃
子
を
碓
し
た
る
も
の
を
生
じ
た
り
.
全
-
滞
れ
し
柾

子
は
嘘
粟
L
t
詣
れ
ざ
る
も
の
1
み
に
つ
き
て
頚
芽
試
験
を
行
ひ
た
り
.
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発

芽

試

聴

附
刺
十
何
年
五
月
廿
七
日
及
び
廿
九
日
に
川
砂
床
に
柿
耕
し
た
-
.
各

一

〇
〇
抑カ
ギ
蒜

○○粒

を
他
組
に
Ei
別
し
て
駁
昧
せ
=1
C
そ
の
脱
皮
は
約
細
些

孟

度
に
し
て
明
桝
に
芯
き
た
-
｡

蔑
卦
試
験

の
貼
北
娃
次
表
の
如
し
｡

こ
の
衣
に
よ
れ
ば
､
昭
和
川
聖

肌
の
球
り
抑
十
は
､
貯
埜

IlIJ
に
島
内
に
故
超
せ
し
故
に
､
晩
に
恐

芽
力
を
多
分
に
破
失
せ
L
が
如
-
･
之
が
船
級
の
紙
用
は
良
好
な
ら
ざ
る
も
､
昭
和
川
年

の
疏
社
梯

子
は

1
0
ケ
年
後
も
可
な
-
良
-
畿
許
し
た
り
C

近
藤
が
昭
か
凶
年
に
仰
大
利
よ
-
持
ち
剛
わ
し
粗
郁
子
は
､
欧
に
灯
継
杭
に
金
井
力
は
多
-
失
は

れ
た
る
も
の
な
-
O
然
る
に
､
右
の
衣
に
よ
れ
ば
'
概
し
て
篭
井
少
食
の
小
な
る
を
認
め
た
れ
ど
､

又
六

∵

五
〆
の
哉
芽
を
見
た
る
粗
米
あ
り
.
粗
米
些
冗
氷
徳
井
力
似
和
咋
附
佐
短
か
き
も
の
な

る

敬 芽 試 験 の 結 rJi･

取 寄 先 取苔 年 度 L 繍析及品摘l 班 床杓 敬 数 芽歩 合 窮荷載芽汐合

- 昭 和 二 年′′′′昭 和 =_牢 杏 400 形0 形0

- 中原 に ん じん 4∝) 19..8 0

- 讃 ` 蔑 串 400 35.5 0



椅
子
の

1
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ヶ
年
軒
勉

の
例

取 箭 先 恒 常 年 産 ll - 及轡 幽 霊可 廟

柿 楢 椿木骨敏 昭私刑年五月′′ 〝′′ /′ % %

私 井 戸 大 根 4(X) 81.3 4.3
廿 日 大 根 400 89.3 2.0
酢 成 胡 瓜 2(X) 88.0 0

/′ /′′′ ′′′′ ′′〟 ′′ 大 府 鋭 瓜 3∝) 58.0 0

停滞 野 路 南 瓜 !40. 54.8 0

巧拙 千 械 茄 子 4(刀 36.8 0
T.空事 手 放 の 爪 400 47.3 .0

伊大利より偉人 昭 和 Pq 牢 籾 米 1 4∝) 0.5 0

J /′ ′′′′ ′′〟 〝〟 ′′′′ 〟′′ ′′〝 〝′′ ′′′′ 〝〝 〝〝 〝■ ′′ 2 4∝) 61.5 0

〟 .3 400 2.5 0

〝 4 400 8.5 0

′′ 5 400 1.0 0

〝 6 4∝) 4.3 0

〟 7 3∝) 18.0 0

重 罰 頚 1 1α〕 59.0 0

/′ 2 140 74.8 0

排 諏 賓韓. 400 0 0

窮 策 4∝) 88.5 0

西軒牙より梅入 昭和五年Pq目 取 米 1 400 68.5 0′′ ′′ ′′ 2 400 55,5 0〝 〝 〝 3 300 49.00 0

′′ I/ /J 4 300 57.7 0

′′ ′′ 〝 5 4(刀 66.3 0

鴇 御上つ̀艦が塩にtlされ居 りた r). 鴇輯 少 しく乳化石灰に滞れ炉･.tY)た りo

o j技研の拭験に於ては1･3クざたりし掛 二､,'Jtりに過少 と認め再試騒 Lたるに､
49.0%なるを認めた り
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も
t
か
-
の
如
き
は
艮
-
敬
非
力
を
維
持
し
た
-
と
云
ふ
べ
し
｡
同
時
に
持
ち
鋸
-
た
る
'止
端
歪
は
瓦
九
〆
'
及
び
七
四
･八
%
'
燕

賓

は

八
八
･五
%
著
潔
し
た
る
故
に
'
=..4亦
艮
-
嶺
井
力
を
保
持
し
た
-
o

昭
利
五
年
四
月
に
西

班

か
よ
-
逮
-
来
た
-
し
粗
和
子
は
'

六
=M
郁
共
に
よ
-
恐

斉
し
た
り
O
多
き
は
七
〇
･五
%
の
葦

琴

を
見
た
る

は
､
粗
抑
千
と
し
て
は
よ
-
憩
芽
力
を
伽
持
し
た
-
と
云
ふ
べ
し
3

此
分
数
に
於
て
は
粗
純
十
を
甘
地
の
如
-
壷
TM
に
放
.q
す
,心
時
は
､

1

滋
を
雛
過
す
れ
ば
著
し
-
篭
瀕
力
を
失
ひ
'
二
夏
を
経
れ
ば
殆
ん
ど
全
-
頚
非
力
を
失
ふ
も
の
な
り
｡
然
る
に
右
の
桃
子
は
生
苑
後

7
0
ヶ

年
を
蛙
過
す
る
も
'
上
越
の
如
-
頚
卦
せ
る
は
'
仝
-
塩
化
石
衣
と
同
封
貯
購
し
た
る
結
盟
に
外
な
ら
す
｡

四
'
考

秦

前
述
の
拭
旗
は
港
だ
簡
単
な
れ
ど
も
､
そ
の
拙
;i
は
'
そ
の
･i
j用
の
茸
際
に
有
効
適
切
な
る
こ
と
を

不
す
な
-
O
大
根
､
胡
瓜
､
捕
刀
.

非
柑
t
.茄
子
'
故
食
滞
､
に
ん
じ
ん
の
疏
柴
新
は
勿
冶
'
撒
純

子

､
玉
濁
琴

燕
歩
等
の
せ
類
に
於
て
も
'
新
鮮
な
る
純
子
を
馳
化
ポ
次
と

同
封
し
て
緋
内
に
僻
班
す
れ
ば
､

1
0
ヶ
年
の
長
き
に
.汁
,〆

て
､良
-
菟
芽
力
を
保
持
す
る
が
故
に
へ甥
際
豊
壌

の
徐
剰
和
子
に
於
て
も
'
亦

頗
･71
種
子

の
穫
徐
も
､
或
は
真
部
試
瀞
場
に
於
け
る
試
験
用
純
子
も
､
之
を
右
の
方
法
に
よ
-
て
貯
ふ
れ
は
､
翌
年
迄
は
勿
品
の
こ
と
､
佃

長
音
に
軒
す

て
貯
兆
し
得
る
が
故
に
､
秘
め
て
傑
ハ化
な
-
と
..A
ふ
ペ
L
c
勿
論
壌
化
石
衣
を
純
子
と
共
に
同
封
す
れ
ば
'
範
子
の
畿
非
力
保

Gip

存
に
布
効
な
る
は
比
に
知
ら
る
1
所
に
し
て
､
近
藤
日
は

+/
L=
七
年
に
'

シ
ュ
ン
ギ
ク
､
胡
墜

葱
及
び
鰹
光
を
柑
花

石
衣
と
同
月
貯
赦
し

て
今
日
に
頼
る
迄
試
願
を
柏
糾
せ
-
.
も
の
間
二

1
ヶ
年
な
-
C
而
し
て
今
日
シ
ュ
ン
ギ
ク
は
的

1
五
･;二
%
'
胡
酢
は
四
七
･八
〆
'
潜
は

甲

八
空

肥
兼
は
三
二
三
ハ
勇

敢
妨
す

(
人
蓮

如
)o
以
て
如
仙
に
髄
化
石T
加
が
椛

十
の
比

例
貯
満
に
心
地
な
る
か
を
5
る
な
-
∵
稿
本

1



ノヽ

三
tt
C
は
碑
桑
純
子
を
大
丸
十
三
年
よ
り

7
凶
年
肘
掛
化
布
衣
と
同
封
し
た
る
に
準
非
力
を
よ
く
保
拝
し
た
｡
と
云
ふ
｡
さ
れ
ば
難
化
打
荻

の
利
用
性
銃
先
､
殺
郡
の
み
な
ら
ず
､
胡
麻
'
典
雅
に
も
油
川
せ
ら
る
1
な
-

.

新
鮮
な
る
柾
子
を
柿
酢
す
べ
き
は
澱
も
可
な
れ
ど
も
'
触
全
に
敬
井
す
る
時
は
､
i;
梯
子
に
て
も
純
て
美
文
な
き
は
欧
に
知
ら
る
･̂

桝
に

し
て
､
例
へ
は
前
純
高
木
代
の
拭
駒
に
於
て
も
､

1
柑
年
間
を
縦
た
る
+C1i
琳
桑
梯
子
よ
り
も
叶川
は
鮮
全
に
成
育
L
た
る
lJ
と
噺
帥
純
子
に
異

＼ノ

ら
ざ
-
L
と
｡
又
他
75

に

も
例
あ
-
｡
例

へ
ば
バ
ル
ト
ン
(
垂

ル
)
が
洗
米
郁
子
に
つ
き
て
満
験
せ
L
が
如
L
c

さ
れ
ば
右
の
即
臓
方
法
は

茸
際
に
通
別
し
て
効
北
あ
-
と
云
ふ
べ
し
｡
但
し
tf
節
子
に
し
て
既
に
生
気
の
袈

へ
た
る
も
の
は
､
蛮
井
が
則
れ
勢
の
悪
し
き
こ
と
あ
り
｡

例

へ
は
in.
粗
米
が
砂
ポ
ッ
ト
に
て
は
よ
-
著
井
す
る
も
､
竹
適
の
荷
代
に
て
は
後
井
不
良
な
る
こ
と
あ
る
が
如
し
.

1
度
畿
許
し
て
焚
背
を

析
む
る
と
き
は
骨
油
の
如
く
生
育
す
｡

右

は
雅
化
石
次
が
舵
煉
刑

な
る
故
に
効
兆
あ
り
し
も
の
に
し
て
､
他
に
生
前
次
､
醗
作
白
土
で
も
日
枝
の

効

加
わ
る
と

と

故
知
の
如
し
｡

前
述
は
及
化
石
衣
の
効
邦
あ
る
を

不
す

1
例
と
し
て
報
償
せ
L
に
過
ぎ
ず
.

五
'
摘

要

一
､
昭
和
州
年
五
月
に
:::5時
の
使
用
硬
飴
節
子

20
敏
郎
を
袋
に
入
れ
､
塩
化
布
衣
と
川
対
し
て
､
二
斗
入
ト
タ
ン
軸
中
に
肺
拙
L
t
叉
望

五
年
に
も
扱
柾
千
六
位
を
追
加
し
て
川
棚
中
に
貯
就
し
､
そ
の
ま
1
今
日
迄

一
〇
ヶ
年
を
経
過
し
た
少
｡
よ
り
て
昭
和
十
四
年
五
月
に
開

封
し
て
'
丑
等
の
柾
子
の
敬
井
非
分
を
検
定
し
た
-
0

二
'
牽
卦
試
臓
の
結
鼎
は
次
の
如
L
o

抑
子
の

一つ
ヶ
年
貯
宵
の
帆
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I
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(1
)

昭
和
四
年
に
肘
へ
し
髄
井
戸
大
根
は
八

三

｢
%
'
廿
日
大
根
は
八
九
圭

〆
､
節
成
胡
瓜
は
八
八
〆
牽
井
し
て
甚
だ
良
好
に
原
紙

せ
ら
れ
た
-
｡
又
:f
lIg:胡
瓜
は
五
<

･〇
%'
砂
朋
曾
舷
南
瓜
は
五
糾
八

%
､
遊
細
千
成
茄
子
些

二
六
･八
%
､
雅
柏
億
の
爪
四
七
圭

頭
金
許
し
て
､
是
亦
可
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し
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